
市政に関する地域座談会実施報告書 

◇平成２４年度 第１回（通算５９回） 市消防団第４分団 

開 催 日 時 平成２４年６月１３日（水）午後７時３０分～午後８時５０分 

会   場 柴橋地区公民館 出 席 者 数 
２５人 

(男２５・女０ ) 

地域座談会の内容（市長講話・質疑応答の内容等） 

質問（１）木の沢の大江町飛地の子供が柴橋小学校に通学しているにもかかわ

らず、中郷１町会の子供（１０名）は、左沢小学校に通学している。

中学校も大江中学校に入学している状況です。また、小学校入学準

備のため、年長の時点で保育所も転所している。このため就職後も

寒河江市の中に知人が少なく地域活動に支障をきたす場合が多く見

受けられるので、個人的な意見であるが、柴橋小学校に入学できる

ようにはならないのか。スクールバスを準備してもらえれば可能で

はないのか。その場合、移行するタイミングも重要である。 

回答（１）地域で生活している方々の意見をよく聞き、これまでの経過を含め、

その意見か叶えられるように努める。また、飛地を解消するよう大

江町と協議している。 

 

質問（２）消防団活動において、入団の勧誘が難しくなっているので、加入し

やすい環境づくりをしてほしい。 

回答（２）市報等での呼びかけなどの広報活動や地区役員と相談して支援する

ようにしたい。 

 

質問（３）核家族での子育てがしづらい環境にあるのではないか。 

その理由としては、保育料が高い、学童保育がない（左沢小学校）  

ことから子供を預けられず妻の就業機会が失われている。 

また、定例町会会議に若い人が出席できるような方法はないか。 

回答（３）若い人が参加できるよう区長や町会長の会議に提案してみる。 

 

質問（４）神輿の祭典で、神輿が渋滞しており、渡御のスムーズな進行の演出

ができないか。 

回答（４）今年は３０周年記念の年なので、実行委員会と協議し改善したい。 

 

質問（５）やきとりＢａｒの時間を変更し、夜に参加できるようにならない 

のか。 

回答（５）今年は９月１４日開催する予定である。 

     目的は、焼き鳥をいっぱい食べた後飲食店に流れてもらい、街の活



性化を図ることであるので、このように設定している。 

 

質問（６）企業立地補助金を利用して、どれくらいの立地を予定しているのか。

また、雇用人数はどの程度か。 

回答（６）工業団地には８０社４,０００人が就業している。このうち４０％が

市民である。１０月から操業を開始するヨークベニマルの配送セン

ターは、全体で５０人の雇用のうち地元から４０人の雇用を予定し

ている。また、ほかに３社の希望があるが震災による被災企業であ

るので、大変難しいところではあるが、がんばって誘致に努めてい

る。さらに、チェリークア・パーク内に希望している企業があるが、

土・日がにぎやかになる企業を選定したい。できれば西側にも拡大

したいが、そのためには平塩橋の整備が欠かせないと考えている。 

 

質問（７）市道山西線において、花咲かフェア期間中の土・日に車が渋滞し、

落衣集落内に車が進入し危険なので、渋滞解消のためローソン前の

信号に右折専用の装置を設置できないか。 

回答（７）長生園方面への誘導を行う。 

 

質問（８）県道中山三郷寒河江線において、冬期間、雪により柴橋と金谷集落

内の道路幅員が１車線となり危険なため、除雪を徹底してほしい。 

また、主要地方道天童大江線と一般県道中山三郷寒河江線交差点に

おいて、金谷方面から柴橋方面に進行した場合、交差点部左側のカ

ーブミラーは設置されているが、冬期間は右方向が視認できない状

況になるので、右方向のミラーを設置できないか。 

回答（８）除雪に関しては、県道との代替え路線も考えられるので工夫したい。 

     カーブミラーは市で設置しているので、現地調査したい。 

 

質問（９）市道川口原旧最上橋線において、旧最上橋下流側親柱の角に桜の木

があり遮蔽物がないため子供が桜の木に登るので非常に危険である

ので、その対策をしてほしい。 

回答（９）現地調査を行う。 

 

質問（10）寒河江市がメガ・ソーラーを導入する計画のようであるが、そのメ

リットは何か。 

回答（10）下水道終末処理場（浄化センター）に予備電源として設置する予定

である。これまで県が再生可能エネルギーを調査したが、実験で取

り組めるものがあれば申し出てほしい。 

 


